






















１　施策の概要

※　SDGsとの関連

２　指標の推移等

３　目標達成に向けた取組内容と実績

２－４－１

施策番号 14（２-４-１）

分　野 保健・福祉分野 担当部局 保健福祉部

施策の
目指す状態

市民一人ひとりが健康の大切さを認識し、生涯を通じて主体的に健康づくりに取り組み、自分ら
しく生きがいをもって生活している。

社会 環境 経済 全体

政　策 安心して暮らせる健康づくりの推進 担当課 保健所健康課

施　策 健康の保持・増進の支援
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主要な目的に該当するゴール 〇 〇 〇〇

内　　容 単位 基準値
後期基本計画期間中の実績値 目標値

（R8）R4 R5 R6 R7 R8

39.8 41.3 ↗43.7ア
ン
ケ
ー
ト
指
標

環境・体制
に関する評
価①

健康づくりに取り組みやすい環境が
整っている

％
R3

41.2

Ｒ６年度実
績値の理由

コロナ禍で市民の意識に影響があったが、少しずつコロナ禍前の状態に戻りつつある。

回答者自身
の実践状況
①

健康づくりに継続的に取り組んでいる ↗62.9

Ｒ６年度実
績値の理由

微増しているもののほぼ横ばいであり、健康づくりに継続的に取り組んでいる者は同程度である。

63.0

統
計
指
標

健康寿命（年）

介護保険の要介護認定者
数等を用いて算定した、
日常生活動作が自立して
いる期間の平均

年

(R2)

％
R3

63.8 62.7

（R2）男
50.1

女17.4

(R5)
56.3

減少
傾向60.0

Ｒ６年度実績値の理由 健康課

男81.1
女84.8

Ｒ６年度実績値の理由 健康課

75歳未満のがん死亡
率

75歳未満における、人口
10万人当たりのがんの年
齢調整死亡率

－

(R2)
(R3)
60.8

(R4)
58.0

(R3）
男81.4
女85.0

（R4）
男81.5
女85.5

（R5）
男82.1
女85.4

平均自
立期間
の延伸

（R5）
男50.2
女16.8

男33.0％
以下

女11.7％
以下

Ｒ６年度実績値の理由 健康課

メタボリックシンド
ローム予備群・該当
者の割合

40～74歳におけるメタボリック
シンドローム予備群または該当
者であると診断された市民の割
合

％
（R3）
男51.0
女17.3

(R4）
男50.3
女16.8

Ｒ６年度に目
指す状態や指
標の目標達成
に向けて取り
組んだ内容

（改善を行っ
た内容を中心
に記載）

▶フレイル予防・健康寿命延伸事業を部局横断的に推進【健康課関連事業】
①生活習慣病予防対策事業
（ながの健やか減塩プロジェクトの推進、重症化予防保健指導、糖尿病と関連がある歯周病疾患検診、青年期糖尿病予防講
座、集団健康教育、健康サポート相談会等）
②健幸ラジオ体操の普及促進、体力・健康チェックキャラバンの開催

がん検診の受診促進
①休日及び夜間の肺がん（結核）検診実施。休日女性がん検診の実施
②Webによる受診申込の開始
③マンモグラフィ検査の上限年齢の撤廃
④医療機関でのマンモグラフィ検査の開始
⑤検診及び精密検査の受診勧奨の実施



４ 課題と今後の展開

○子どもの頃からの健やかな生活習慣の形成と個人が健康づくりに継続的に取り
組みやすい環境を整えていく必要がある。
○がんによる死亡を減らすため、受診勧奨の拡大により受診率向上を図る要があ
る。

個人の健康は社会環境に強く影響されるため、社会環境の改
善により個人の行動と健康を改善していくことが重要であ
る。

上記課題の解決に向けて必要なこと（課題解決に向けてやるべきこと）

〇地域・職場・学校等の関係機関・団体等に対して、健康づくりの環境整備や市民への啓発に積極的に取り組むよう働きかけを行う。
○夜間・休日がん検診を活用し利便性の高い検診を提供するとともに、早期診断・早期治療につながるよう、精密検査受診勧奨等を行う。

目指す状態・指標達成に向けた課題 SDGｓの視点からの課題（該当ゴール及び三側面のバランス）










